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第 2 回 定例会第 2 回 定例会

泉南市監査委員に南  良徳氏を選出

同和更生資金貸付金
1,038万9,141円の債権を放棄

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　平成26年第2回定例会（６月議会）は、6
月25日から7月14日までの会期で開催
されました。
　本定例会は、市長の市政運営方針につ
いて活発な質疑応答が行われました。ま
た、委員会においても、平成26年度泉
南市一般会計補正予算（第2号）につい
て、活発な議論が交わされました。
　詳しくは掲載記事をご覧ください。



　「代表質問」は市長の市政運営方針に対し、市議会
の各会派が質問するもので、年1回行われます。今年
は、5月18日に市長選挙が執行されました。第2回定
例会では、新市長に対し、全ての会派が代表質問を行
いました。　
　各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
　掲載順位は質問順です。

本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

～新市長の方針とは～代表質問

（2）

平成２６年第２回定例会平成２６年第２回定例会
公　明　党 竹田　光良

代表質問事項

　私は、竹中市長の市政運営方針に対
し、会派の公明党を代表し、代表質問を
いたしました。
　今回は、市長選後初の定例会であることから、竹中
市長への質問としては、大綱8点にわたり質問をさせ
ていただきました。
　特に、市長ご自身も公約にされている、子育てや、
教育に関してのお考えを確認し、学校施設の老朽化対
策に力を入れるとの答弁。
私は、教育力ＮＯ.１都市にと、訴えました。

心政クラブ 堀口　武視

代表質問事項

１．新市長はどんな町にしたいのか、夢
　　とビジョンを聞かせて欲しい。

２．「削るより稼ぐ」歳入を増やす政策の実現を。

３．「泉南を変えて欲しい」「停滞した市政の改革を」
　　という市民の声にどう応えられるのか。

日本共産党 大森　和夫　

代表質問事項

1．こども医療費の通院費助成を中学卒
業までに拡充を。（答弁）来年度、府が
助成を拡充すれば、その分は拡充する。2．泉南中・
西信達中・信達小など老朽校舎の建替え・大規模改修
を行うこと。（答弁）市教育委員会や国の方針に従い
進めていく。3．中3教室だけでなく、全学校にエア
コンを設置し、トイレを改修すること。4．新家駅新
改札口に駐輪場の設置を。5．新家下村地区の生活道
路の改修を早急に。

拓進クラブ 木下　豊和

代表質問事項

 代表質問最終となった拓進クラブとし
ては、他会派との重複を避けて、方針のバックボーン
を大所高所から質問した。先ずは向井前市長の後継・
継承からバージョンアップの心意気の確認を行った。
就任後二月間で作成した本方針の自己採点60点は率
直であろう。待った無しの少子高齢化への対策は、危
機感は共有したが、国・府・市ともに10年後以降の方
針が道半ば、早急な具体策が望まれる。

新風立志の会
たに　　　　　ひろ かず

谷　　展和

代表質問事項

１．教育について①学力・体力向上②放
課後授業・土曜授業について③学校施設
の建替え、統廃合、トイレの改修について④中学校給食
について２．福祉について①高齢者問題について３．
産業・観光について①泉南農業塾②観光について市長
の考え方４．安心・安全のまちづくりについて①自主
防災組織②ゲリラ豪雨の対策について③防犯灯のLＥ
Ｄ化④新家駅の交通混雑解消に向けて　以上質問しま
した。

たけ　だ　　　みつよし

おお もり        かず  お ほり ぐち　　  たけ  し

きの  した        とよ かず

インターネットで議会の生中継・録画中継が見れますインターネットで議会の生中継・録画中継が見れます

　泉南市議会では、ユーストリーム（生中継）とユーチューブ（録画映
像）による議会中継の配信を行っています。スマートフォンやタブレッ
ト型パソコンからもアクセスが可能です。市民の皆さまのアクセスをお
待ちしております。

（ホームページへのアクセス方法）　泉南市議会ウェブサイト→議会中継
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す
る
条
例
及

　び
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
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一
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改
正
す
る
条
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の
制
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つ
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（
主
な
内
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）

　マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
選
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す
る
に
あ
た
り
、
選
定
委
員
会
を
設
置

す
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も
の
。

　
▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　デ
ザ
イ
ン
の
応
募
は
何
点
あ
っ

た
の
か
？

　　
　95
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　平
成
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年
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2
回
定
例
会
（
6
月
議
会
）
は
、
6
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25
日
か
ら
7
月
14
日

ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の
中
か
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、
主
な
質
疑
、
討
論
を
要
約
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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す
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人
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率
や
軽
自
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車
の
税
率

を
改
正
す
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も
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。

　
▼
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会
質
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　自
家
用
乗
用
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の
税
率
の
上
げ
幅

が
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の
1.25
倍
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、
1.5
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と
非

常
に
大
き
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な
ぜ
か
？
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通
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軽
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さ
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。
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収
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付
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。
③
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反
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よ
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特
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第
2
回
定
例
会

日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
も
の
。

　
▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　現
給
保
障
制
度
の
廃
止
に
伴
い
影

響
が
出
る
対
象
者
数
と
金
額
は
？

　
　平
成
26
年
度
は
15
名
で
約
110
万

円
、
平
成
27
年
度
は
10
名
で
約
140
万

円
、
平
成
28
年
度
は
３
名
で
約
40
万

円
で
あ
り
、
３
年
間
で
約
290
万
円
の

影
響
額
が
あ
る
。
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成
討
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会
議
）

　平
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18
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の
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給
与
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造
改
革
」

で
職
員
の
給
与
月
額
が
平
均
4.8
％
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。
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額
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な
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団
体
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合
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職
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健
康
と
命
を
守
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安
定
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給
与
の
保
障
、
対
応
が
大
切
。

「
今
後
市
独
自
の
給
与
カ
ッ
ト
は
す

べ
き
で
な
い
」
と
意
見
を
附
し
賛
成

す
る
。

議
案
第
2
号
原
案
可
決

議
案
第
4
号
原
案
可
決

議
案
第
5
号
原
案
可
決

議
案
第
3
号
原
案
可
決
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本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

委員会の視察報告をします委員会の視察報告をします

一般質問事項

一般質問事項 一般質問事項

一般質問事項

1．防災について①自主防災組織率の進
捗②津波ハザードマップ作成状況③災害時要援護者の
避難対策④雨水タンク助成事業導入　2．地域包括ケア
システム事業について①「認知症高齢者施策」②高齢
者世帯の実態と将来推計③低所得高齢者の住まい支援
3．学校教育について①小中一貫教育の推進②中学生英
語検定受験料助成事業　4．市民協働のまちづくりにつ
いて①地域ボランティア活動の支援事業について

田畑　　仁
た  ばた      ひとし

新風立志の会

　今回の一般質問は、終始ガチンコで市
長に想いをぶつけることとなりました。泉南の観光と
第一次産業の発展を願う私は「ぬるま湯につかり、の
うのうと時だけが過ぎている現状と過信」を徹底的に
指摘し、今後のやる気と早急なる人事改革が必要であ
ると訴えました。泉南には他市と勝負出来る観光がい
くらでもある事を踏まえ、観光停滞の原因をリアルに
パネルを使用し、原因追究と今後の本市の取り組む姿
勢を質問致しました。

1．市が計画決定した和泉砂川駅前周辺
整備事業用地を民間開発業者が買収。和泉砂川駅前ど
うなるのか。2．子どもの貧困を救済する就学援助費①
国の基準引き下げで22人の切り捨てやめて救済を。②
給食費と修学旅行費は基準額の７割支給の自治体は府
下で泉南市だけ。実費支給を。3．6月20日、「学校図
書館司書は正規職員配置を」と国の法制化議案可決。
泉州3市3町で司書配置のないのは泉南市だけ。他市並
みにと要求。

澁谷　昌子　
しぶ  や        まさ  こ

公明党

松本　雪美
まつもと        せつ  み

日本共産党

1．安心と安全のまちづくりについて※
事件や事故が実際に起きた場合、市の対策は？※砂
川駅上・駐輪場周辺に防犯カメラ増設を※LED街灯
設置早期実現へ状況は？ 2．高齢・障害者のスポーツ
推進事業について※全芝生対応のグラウンドゴルフ
専用場を作り高齢者の健康と市の活性化やにぎわいを 
3．まちの活力・人口増加定住策について※泉南市回帰交
流館を設置してみては？   4．防災体制・対策について

古谷　公俊
ふる  や        まさ とし

無所属（自由民主党）

　総務産業常任委員会は、所管する課題に対し、先進的な自治体を訪問し、
　行政事務事業の参考とするため行政視察を行いました。主な内容は、次のとおりです。

　中津市では平成22年3月に九州周防灘地域定住自立圏共
生ビジョンを策定しており、全国的に生産年齢人口が減

少し、少子高齢化が進む中、人口の減少からの税収減、さらに税収減か
らの財政悪化、緊縮財政、地域経済の冷え込み、人口流出という負のス
パイラルを防ぐ総合的な策を講じるため、同様の問題を持つ周辺市町村
との枠を超えた連携の必要があるとのことから、定住自立圏構想を取り

組むこととなったとのことで
した。
　また、竹田市では全国初の
「農村回帰宣言都市」として、リタイアした団塊の世代や、厳しい都市
の生活に疲れた若者の「終の棲家」として、全国から竹田市への移住を
促す政策を始められたとのことであった。平成22年6月24日に農村回帰
支援センターを設立後は様々な課に分かれていた移住に関する相談窓口
のワンストップ化を実現し、一度に住居情報、就労相談などが可能と
なったとのことでした。

5月22日～5月23日　大分県中津市、竹田市
す  おう なだ

つい すみ  か

■視察日
おもな
視察報告

▲中津市役所前にて

▲竹田市にて
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わ
れ
る
。

　
反
対
討
論
（
本
会
議
）

　①
消
費
税
増
税
に
伴
う
地
方
自
治

体
間
の
税
収
格
差
の
是
正
は
、
地
方

財
源
の
拡
充
で
対
応
す
べ
き
。
②
軽

自
動
車
な
ど
の
税
率
の
引
き
上
げ
は
、

消
費
税
増
税
と
と
も
に
２
重
の
負
担

増
の
押
し
付
け
。
ま
た
、
米
国
の
軽

自
動
車
優
遇
批
判
に
よ
る
も
の
で
納

得
で
き
な
い
。
③
条
例
の
も
と
の
法

律
は
、
国
会
で
は
共
産
・
民
主
・
維

新
・
み
ん
な
・
社
民
が
反
対
。
地
方

か
ら
声
を
あ
げ
撤
回
さ
せ
る
べ
き
。

■
泉
南
市
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関
す

　る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　の
制
定
に
つ
い
て

　
　

（
主
な
内
容
）

　「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国

の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
」
の
題
名
が
「
中
国

残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並

び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
」
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
本
市
関
係
条
例
中
で
引
用
さ
れ
て

い
る
文
言
を
整
理
す
る
も
の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　特
定
配
偶
者
と
は
？

　　
　特
定
中
国
残
留
邦
人
等
が
永
住

帰
国
す
る
前
か
ら
継
続
し
て
当
該
特

定
中
国
残
留
邦
人
の
配
偶
者
で
あ
る

者
、
ま
た
、
経
過
措
置
に
よ
る
特
定

配
偶
者
、
平
成
19
年
の
改
正
法
の
規

定
に
よ
り
支
援
給
付
を
受
け
て
い
る

施
行
前
死
亡
者
の
配
偶
者
で
あ
っ

て
、
当
該
死
亡
時
に
特
定
配
偶
者
に

該
当
す
る
者
で
あ
る
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（5）

第
2
回
定
例
会

日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
も
の
。

　
▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　現
給
保
障
制
度
の
廃
止
に
伴
い
影

響
が
出
る
対
象
者
数
と
金
額
は
？

　
　平
成
26
年
度
は
15
名
で
約
110
万

円
、
平
成
27
年
度
は
10
名
で
約
140
万

円
、
平
成
28
年
度
は
３
名
で
約
40
万

円
で
あ
り
、
３
年
間
で
約
290
万
円
の

影
響
額
が
あ
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　平
成
18
年
の
「
給
与
構
造
改
革
」

で
職
員
の
給
与
月
額
が
平
均
4.8
％
引

き
下
げ
ら
れ
た
。
急
激
に
給
与
が
下

が
り
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め

現
給
保
障
制
度
が
で
き
た
。
今
回
の

制
度
廃
止
の
影
響
で
３
名
の
職
員
給

与
が
減
額
と
な
る
（
関
係
団
体
と
合

意
）
職
員
の
健
康
と
命
を
守
る
安
定

し
た
給
与
の
保
障
、
対
応
が
大
切
。

「
今
後
市
独
自
の
給
与
カ
ッ
ト
は
す

べ
き
で
な
い
」
と
意
見
を
附
し
賛
成

す
る
。

議
案
第
2
号
原
案
可
決

議
案
第
4
号
原
案
可
決

議
案
第
5
号
原
案
可
決

議
案
第
3
号
原
案
可
決



　平成26年4月15日に開催されました第79回近畿市議会議長会定
期総会において本市議会議長中尾広城氏が近畿市議会議長会会長
に就任いたしました。
　近畿各市議会（111市）の議長をもって会員とし、全国市議会
議長会の近畿部会となります。
　近畿市議会議長会は、各市議会の連絡調整機関として重要な役
割を果たしています。ま
た、政府等への要望、議員
研修会、議会職員研修会な
どを実施しています。
　会長は市制施行順の持ち
回りで1年任期となるた
め、111年に一度の大役と
なります。事務所は会長市
の議会事務局（本年度は泉
南市議会事務局）に置きま
す。

近畿市議会議長会会長に中尾広城議長が就任

○特別表彰（南　良徳氏、小山広明氏）
　
全国市議会議長会表彰とは、10年以上及び15年以上市議
会議員の職にある者又はあった者に授与されるものです。
さらに20年以上からは５年毎に表彰状が授与され、今年度
は、南議員及び小山元議員が20年の在職により、表彰状が
授与されました。

○全国市議会議長会評議員、国と地方の
協議の場等　に関する特別委員会委員
　（中尾広城氏、南　良徳氏）
　　
　平成25年度及び平成26年度に議長に就任さ
れている上記２名は全国市議会議長会におい
て、評議員並びに国と地方の協議の場等に関す
る特別委員会委員に就任されたことから、その
功績をたたえ、感謝状が授与されました。

全国市議会議長会より中尾広城議長及び
南良徳議員及び小山広明元議員に表彰状が授与されました

問 ■
平
成
26
年
度
泉
南
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　収
益
的
収
入
5
8
7
5
万
６
千
円
及

び
収
益
的
支
出
9
5
1
7
万
８
千
円
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
も
の
。

　
▼
平
成
26
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　質
疑

　
　み
な
し
償
却
資
産
制
度
の
廃
止

に
伴
い
、
不
存
在
の
固
定
資
産
を
固

定
資
産
除
却
費
と
し
て
処
理
す
る
こ

と
に
よ
る
水
道
料
金
へ
の
影
響
は
あ

る
の
か
？

　
　水
道
料
金
本
体
の
値
上
げ
は
し
な

い
方
向
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

 （
主
な
内
容
）

　債
務
者
の
所
在
不
明
等
に
よ
り
債
権

回
収
が
困
難
な
た
め
、
貸
付
金
総
額
１

千
38
万
9
1
4
1
円
の
債
権
を
放
棄
す

る
も
の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　今
後
、
返
済
に
来
ら
れ
た
方
へ

の
対
応
は
？

　
　民
法
上
免
除
と
な
る
た
め
、
受
け

取
り
は
で
き
な
い
。

 

　
反
対
討
論
（
本
会
議
・
松
本
議
員
）

　同
和
更
生
貸
付
金
制
度
は
1
9
6
5

年
条
例
制
定
、1
9
9
4
年
閉
鎖
。

府
・
市
で
6
2
5
0
万
円
の
基
金
で
旧

同
和
地
域
住
民
に
だ
け
解
放
同
盟
の

償
還
組
合
か
ら
貸
し
付
け
、
返
済
の

請
求
も
せ
ず
ズ
サ
ン
な
会
計
処
理
で

5
1
0
0
万
円
（
4
3
9
件
）
の
滞
納

が
発
生
。
す
べ
て
時
効
。
今
回
、
最

終
の
96
件
分
約
1
0
4
0
万
円
の
債
権

放
棄
を
す
る
議
案
。
貸
し
付
け
金
額

は
1
円
も
返
済
な
し
が
16
件
、
時
効

と
は
い
え
連
帯
保
証
人
の
調
査
も
せ

ず
不
十
分
と
反
対
。

問

（6）

■
平
成
26
年
度
大
阪
府
泉
南
市
下
水
道

　事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
（
主
な
内
容
）

　本
格
予
算
に
伴
い
、
7
0
8
6
万
円

増
額
す
る
も
の
。

　※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問

問

■
平
成
26
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

　計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
（
主
な
内
容
）

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

３
億
3
5
2
9
万
６
千
円
を
増
額
す
る

も
の
。

　（
主
な
施
策
・
事
業
）

・
泉
南
地
区
農
免
農
道
整
備
事
業

　（
2
3
0
0
万
円
）

・
信
達
樽
井
線
改
良
事
業

　（
3
2
7
6
万
４
千
円
）

・
砂
川
樫
井
線
新
設
事
業

　（
4
7
3
9
万
１
千
円
）

　
▼
平
成
26
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

質
疑　　

　税
番
号
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
伴
い
、
何
が
変
わ
る
の
か
？

　　
　平
成
28
年
１
月
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
や
顔
写
真
が
入
っ
た
個
人
番
号

カ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で

き
、
身
分
証
明
と
し
て
も
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
反
対
討
論
（
本
会
議
）

　①
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」は
、「
土
地
開
発
公
社
」の
借
金
86

億
円
を
捻
出
す
る
「
土
地
開
発
公
社

解
散
プ
ラ
ン
」の
ひ
と
つ
で
あ
り
、市

民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
削
減
と
な
る
。

②
農
免
道
路
は
、57
億
円
も
使
っ
た
基

幹
農
道
を
継
承
し
、さ
ら
に
５
億
円
以

上
の
支
出
は
認
め
ら
れ
な
い
。③
市
財

政
に
多
大
な
負
担
を
与
え
た
信
達
樽

井
線
に
さ
ら
に
４
億
円
以
上
の
支
出

は
や
め
、小
中
学
校
の
改
修
に
予
算
を

使
え
。

　
賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　骨
格
予
算
に
肉
付
を
し
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
示
さ
れ
た
中
で
、特
に

「
子
育
て
・
教
育
」「
安
全
・
安
心
・
防

災
」に
つ
い
て
、
重
点
的
に
配
分
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。防
災
対

策
・
学
校
施
設
・
女
性
・
子
育
て
の

対
策
へ
と
力
を
入
れ
て
頂
い
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
更
に
社
会
基
盤
制
度

の
構
築
や
、
安
心
・
安
全
の
街
づ
く

り
、
環
境
に
も
配
慮
し
て
頂
く
な

ど
、
要
望
致
し
ま
し
て
賛
成
す
る
。

　※
議
案
第
６
号
、
平
成
26
年
度
大

阪
府
泉
南
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）に
対
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
委
員
会
、
本
会
議
と
も

に
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
26
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

質
疑　

　今
回
の
補
正
予
算
の
内
容
は
？

　
　公
共
下
水
道
の
汚
水
管
渠
布
設
工

事
が
３
件
、改
良
工
事
が
１
件
、中
部
ポ

ン
プ
場
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務
委

託
が
１
件
、さ
ら
に
男
里
幹
線
深
浅
測

量
業
務
委
託
が
１
件
で
あ
り
、
総
事
業

費
は
7
0
8
6
万
円
で
あ
る
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
案
第
6
号
原
案
可
決

議
案
第
7
号
原
案
可
決

議
案
第
8
号
原
案
可
決

議
案
第
9
号
原
案
可
決

答

答 答

答



　平成26年4月15日に開催されました第79回近畿市議会議長会定
期総会において本市議会議長中尾広城氏が近畿市議会議長会会長
に就任いたしました。
　近畿各市議会（111市）の議長をもって会員とし、全国市議会
議長会の近畿部会となります。
　近畿市議会議長会は、各市議会の連絡調整機関として重要な役
割を果たしています。ま
た、政府等への要望、議員
研修会、議会職員研修会な
どを実施しています。
　会長は市制施行順の持ち
回りで1年任期となるた
め、111年に一度の大役と
なります。事務所は会長市
の議会事務局（本年度は泉
南市議会事務局）に置きま
す。

近畿市議会議長会会長に中尾広城議長が就任

○特別表彰（南　良徳氏、小山広明氏）
　
全国市議会議長会表彰とは、10年以上及び15年以上市議
会議員の職にある者又はあった者に授与されるものです。
さらに20年以上からは５年毎に表彰状が授与され、今年度
は、南議員及び小山元議員が20年の在職により、表彰状が
授与されました。

○全国市議会議長会評議員、国と地方の
協議の場等　に関する特別委員会委員
　（中尾広城氏、南　良徳氏）
　　
　平成25年度及び平成26年度に議長に就任さ
れている上記２名は全国市議会議長会におい
て、評議員並びに国と地方の協議の場等に関す
る特別委員会委員に就任されたことから、その
功績をたたえ、感謝状が授与されました。

全国市議会議長会より中尾広城議長及び
南良徳議員及び小山広明元議員に表彰状が授与されました
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第 2 回 定例会第 2 回 定例会

泉南市監査委員に南  良徳氏を選出

同和更生資金貸付金
1,038万9,141円の債権を放棄

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　平成26年第2回定例会（６月議会）は、6
月25日から7月14日までの会期で開催
されました。
　本定例会は、市長の市政運営方針につ
いて活発な質疑応答が行われました。ま
た、委員会においても、平成26年度泉
南市一般会計補正予算（第2号）につい
て、活発な議論が交わされました。
　詳しくは掲載記事をご覧ください。

 

新
市
長
が
誕
生
し
て
か
ら

の
初
議
会
。
議
員
全
員
が
質

問
を
し
て
活
発
に
議
論
を
致

し
ま
し
た
。
市
長
と
市
議
会

の
関
係
は
執
行
機
関
と
議
決

機
関
。
対
等
な
立
場
で
あ

り
、
お
互
い
に
け
ん
制
・
協

力
し
、
よ
り
良
い
市
政
の
実

現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

委
員
長
／
谷

　展
和

副
委
員
長
／
堀
口
武
視

委

　
　員
／
古
谷
公
俊

　
　
　
　
　澁
谷
昌
子

　
　
　
　
　河
部

　優

　
　
　
　
　成
田
政
彦

議
会
報
編
集
委
員
会

議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008  FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp

お
待

ちしていま
す

お
待

ちしていま
す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

泉南市教育委員会委員の任命について（栁澤泰志氏）

泉南市監査委員の選任について（南良徳氏）

泉南市農業委員会の委員の推薦について　
（梶本茂躾氏、松本雪美氏、岩本和男氏、梶本耕三氏）

泉南市附属機関に関する条例及び報酬及び費用弁償条例
の一部を改正する条例の制定について

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の一部を改正する条例の制定について

泉南市市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例の制定
について

泉南市老人医療費の助成に関する条例等の一部を改正す
る条例の制定について

平成26年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第2号）

平成26年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算
（第１号） 

平成26年度泉南市水道事業会計補正予算（第１号）

閉会中の継続調査について

権利の放棄について

「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書について

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める
意見書について

集団的自衛権の行使容認の解釈改憲を行わないことを求
める意見書について

議案第6号、平成26年度大阪府泉南市一般会計補正予算
（第2号）に対する修正動議

原 案 同 意

原 案 同 意

4 名 推 薦

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

修正案否決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 否 決

継 続 調 査

賛成 松田、古谷、谷、岡田、澁谷、大森、和気、河部、木下、竹田、成田、松本

田畑、梶本、南、堀口

12

反対 4

賛成 松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、竹田、南、堀口

大森、和気、成田、松本

12

反対 4

退席 1

賛成 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、竹田、南、堀口

大森、和気、成田、松本

松田

11

反対 4

賛成 大森、和気、成田、松本

松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、竹田、南、堀口

4

反対 12

松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、竹田、南、堀口

反対

12賛成

大森、和気、成田、松本

大森、和気、成田、松本

4

賛成

松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、竹田、南、堀口

4

反対 12

議案第1号

議案第10号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議会推薦
議案第１号

議員提出議案
第7号

議員提出議案
第4号

議員提出議案
第5号

議員提出議案
第6号

報告第1号

報告第2号

報告第3号

報告第4号

報告第5号

報告第6号

報告第7号

専決処分の承認を求めるについて（泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について）   

専決処分の承認を求めるについて（泉南市都市計画税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について）   

専決処分の承認を求めるについて（泉南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）   

専決処分の承認を求めるについて（平成25年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第8号））   

専決処分の承認を求めるについて（平成26年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号））   

平成25年度大阪府泉南市一般会計繰越明許費繰越計算書について   

平成25年度大阪府泉南市一般会計事故繰越し繰越計算書について   

議案賛否一覧議案賛否一覧議案賛否一覧

件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果議案番号

その他の議案結果その他の議案結果その他の議案結果

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

件　　　　　　　　　　　　　　　名 賛　　　　　　　　　否 結　果議案番号

泉南監報告
第2、4、5、6、7号

例月現金出納検査結果報告

原 案 了 承

原 案 了 承

原 案 了 承

原 案 了 承

原 案 了 承

報 告 済

報 告 済

報 告 済


